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令和４年度 第１回
高松市総合都市交通計画推進協議会資料

令和４年５月２７日（金）

令和３年度取組結果及び令和４年度予定事業
（参考資料）

資料２



「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考えの下、鉄道を基軸としたバス路線の再編により、

持続可能な公共交通ネットワークを再構築し、集約されたまちを公共交通で繋ぐ。

既存ストックとＩＣカードを活用し、ハード・ソフト両面からの施策により
一定のサービス水準を維持しながら、持続性の高い公共交通に変えつつ、

需要に合わせた供給の最適化を行う

交通結節拠点

 既存ストックを活用
 鉄道を基軸としたバス路線の再編を行え、

まちづくりに寄与するものとなるよう検討・
整備する。

バス路線再編

 既存路線のスクラップと新規路線のビル
ドを、パッケージにより一体的に行う。

サービス水準

 再編により発生する、鉄道とバスとの乗継
ぎを促進するため運賃や時間的抵抗を軽
減し、再編後においても、サービス水準を
維持する。

高松市の進めるまちづくり

各視点において、持続可能なモデルとして
の実行性を高めるため、行政と事業者が
連携して計画・施策展開する。
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（各年度の市民満足度調査結果）① 市民満足度

② 利用者数

③ 公共交通利用率
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○その他の既存駅
主に駅勢圏（半径約１ｋｍ以内）の地
域住民の利用に供する駅。

○新駅（伏石駅） ※R3.11ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ
主要都市と連絡する高速バスのアク
セスにより、広域都市間輸送交通の結
節拠点となる駅。また、国道を生かし本
市の東西を広域に結ぶバスや、市の中
心部と居住エリアを結ぶ循環系バスの
結節拠点としての機能を担う。

○新駅（太田～仏生山駅間）
新駅からの支線となるフィーダー交通
及び公共交通空白地域を抱える中部東
地域や中部西地域を面的にカバーする
交通結節拠点としての機能を担う。

○仏生山駅
当該駅からの支線となるフィーダー交
通や、公共交通空白地域を抱える南部
地域を面的にカバーする交通結節拠点
としての機能を担う。

ことでん新駅整備事業について 【施策番号 12】
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公共交通ネットワークの再構築に向けた琴平線各駅の役割



「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりにおける、

交通結節拠点となることでん伏石駅がグランドオープン

ことでん伏石駅整備【グランドオープン（R3.11.6）】

北側駅前広場（国道北側）

南側駅前広場（国道南側）

オープニングセレモニー
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ことでん伏石駅全景

【施策番号 12】



送迎用乗降場 ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ待機場 ﾀｸｼｰ乗降場 駐輪場

ﾊﾞｽ乗降場

北側駅前広場

①②③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩ ⑪

◆

★ ★
⑫

ことでん伏石駅整備【伏石駅駅前広場の整備内容】

ことでん琴平線高架

南側駅前広場
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【施策番号 12】



項目 内容 項目 内容

所在地 高松市多肥上町 駅管理施設 事務所・休憩室：約２０㎡

駅舎形式
地上駅タイプ
（相対式プラットホーム L＝８５ｍ） 便所

男性トイレ
女性トイレ
多目的トイレ 合計：約３０㎡構造種別 鉄骨造

最高高さ 約４.５ｍ
周辺道路

県道太田上町志度線：
車道部幅員（高架）１６m

（側道）５ｍ段差解消 スロープを設置（勾配：5.0％）

駅舎

駅前広場

項目 内容

バスバース ７バース 【東側】 乗降場４バース・駐機場２バース 【西側】 乗降場１バース

接続するバス（東側：路線バス３系統・コミバス３系統、西側：路線バス１系統・コミバス１系統）

タクシーベイ ２台（東側）

送迎用駐車場 ４台（うち身障者等用１台を確保）

駐輪場 約８００台

Ｐ＆Ｒ 民間活力を生かした効果的な取組を検討

ことでん新駅（太田～仏生山駅間）整備事業について 【施策番号 12】
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１ 事業概要



年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4～

新
駅
（太
田
～
仏
生
山
駅
間
）整
備

駅
舎
整
備
事
業

駅
前
広
場
整
備
事
業

基
本
計
画
策
定

鉄道局
協議

駅舎整備

基本協定
締結

（7/12）

埋蔵文化財
発掘調査

補助採択

都市再生整
備計画作成

実施設計
物件調査

物件調査 用地取得

埋蔵文化財
発掘調査

駅前広場
整備

スケジュール

事業スキーム

区分 国庫補助 負担（補助）内訳 事業主体

駅舎整備
幹線鉄道等活性化事業費補助
（地域公共交通計画事業）

国：県：市＝各1/3負担
高松市総合都市交通推進協議会（～R3）
高松琴平電気鉄道（R4～）

駅前広場
整備

R1
社会資本整備総合交付金
（都市再生整備計画事業）

補助率：45％
高松市

R2～ 都市構造再編集中支援事業 補助率：50％

R2.3
都市計画決定

実施設計
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ことでん新駅（太田～仏生山駅間）整備事業について 【施策番号 12】

用地取得

R3.12
都市計画変更



ＪＲ端岡駅周辺整備事業推進に向けた整備方針検討
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【施策番号 14】

ＪＲ四国と連携し、四国管内の橋上駅化や自由通路設置事例について、情報収集

【ＪＲ志度駅】 【ＪＲ北伊予駅】【ＪＲ伊予西条駅】

（特徴）
・橋上駅
・自由通路内に開札

（特徴）
・自由通路設置
・自由通路から直接ホーム
へアクセス可

（特徴）
・自由通路設置
・自転車利用可



概 要

新ＩｒｕＣａカード「ゴールドＩｒｕＣａ」を活用し、市内に在住する７０歳以上の方を対象とし、

ＩｒｕＣａが導入されている電車、路線バス、コミュニティバス等の
運賃を半額にする事業を展開
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年度 補助金（千円）

H26 ４２，８７２

H27 ９８，００６

H28 ９７，１６９

H29 ９９，８８７

H30 １０７，４２１

R1 １１４，０３８

R2 ７９，０９７

R3 ７９，３４７

公共交通利用促進施策「高齢者に対する公共交通利用支援」

平成２６年１０月１日から制度開始

ゴールドＩｒｕＣａ

利用等実績
【販売枚数】 ２８，４８０枚 （R4.3末現在）

⇒７０歳以上人口 ９４，８２７人 （R4.4.1現在）

保有率 約３０％

【施策番号 17】
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利用実績
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公共交通利用促進施策「電車・バスの乗継割引拡大」

年度 利用件数（件） 実施前比 補助金（千円）

H25 ２５２，６１２ 実施前 ６，０００

H26 ３２０，８５５ 約２７％増 ２３，３２８

H27 ３３０，２９２ 約３１％増 ２３，３２８

H28 ３４４，４５７ 約３６％増 ２３，３２８

H29 ３４４，６５６ 約３６％増 ２３，３２８

H30 ３３６，１３９ 約３３％増 ２３，０８９

R1 ３４０，８１７ 約３５％増 ２２，８３１

R2 ２２８，４４６ 約１０％減 １７，４４８

R3 ２５５，６８９ 約１％増 １９，５１９

【施策番号 19】

概要 〔Ｈ２６．３．１から制度開始〕
ＩＣカード「ＩｒｕＣａ」による電車⇔バス利用時における乗り継ぎ割引額（２０円）

事業実施
による効果

電車とバスの効率的なネットワーク形成

補助スキーム 初期費用（システム改修費等）＋運賃割引額の差額

１００円に拡大

公共交通の利用を促進

市が補助金として補填

フリー
91,088 

フリー
138,680 

フリー
110,502 

スクール
29,226 

スクール
37,297 

スクール
24,840 

シニア
8,442 

シニア
13,643 

シニア
44,806 

通勤定期
83,161 

通勤定期
96,091 

通勤定期
57,005 

通学定期
43,772 

通学定期
55,106 

通学定期
15,459 

R3年度

R3.4～R4.3

R1年度

導入後

H31.4～R2.3

H25年度

導入前

H25.3～H26.2

計
252,612

計
340,817

計
255,689

25% ↑ 50% ↑ 69% ↑ 256% ↑70% ↓

46% ↑ 183% ↑18% ↓ 18% ↑ 81% ↓

定期ＩｒｕＣａ による乗り継ぎ件数の増加が顕著

ゴールド
IruCaへ転換

(34% ↓) (22% ↓) ※( ):コロナ直前比(38% ↓) (13% ↓) (25% ↓)
※：当初比

当初

ｺﾛﾅ直前
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割引対象エリア

山田地区乗合タクシー
（どんぐり号）

塩江町
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香川町
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

香川町ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ

割引対象想定エリア

国分寺町
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

凡 例

： 割引対象エリア

（既存ﾊﾞｽ･ﾊﾞｽ乗継発生）

： 既存ﾊﾞｽ･ﾊﾞｽ乗継箇所

： 路線バス

： コミュニティバス

路線バス ⇔ コミュニティバス

割引対象路線

後に乗車したバスの運賃を

１００円割り引く
初乗り運賃
の軽減

公共交通利用促進施策「バス・バス乗継割引制度」 【施策番号 19】

利用等実績
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〔Ｒ２．１２．１から制度開始〕



デジタルサイネージの導入 【施策番号 18】
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路線バスの

 のりば
 発車時刻
 行き先
 遅れ情報

ソフト施策 バスロケとの連携

ことでん伏石駅路線バスのりば

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で実施

を案内

JR高松駅路線バスのりば ことでん瓦町駅路線バスのりば

表示画面



利用の少ない路線は、小型モードへの再編等を検討
需要増加の先に、新交通システム等を導入

モードに応じた新たな支援スキームを検討 ⇒ 予算の枠組みも合わせて調整・検討

① 郊外から中心部へのバス路線を、鉄道を基軸としたフィーダー化（既存バスの再編）

 再編対象路線の選定
（将来にわたり自主運行できる路線は対象外）

② 交通結節拠点と拠点間を繋ぐアクセスの確保

 新たな交通結節拠点を選定
 交通空白地域及び郊外拠点を決定

③ 中心部の回遊性向上

 中心部における循環系統を選定

需要に応じ、モードの検討

 大幅な赤字路線
 鉄道との重複路線
 フィーダーへの転換可能路線

例）塩江線 等

 立地適正化計画と連携した、拠点間を繋ぐ路線

例）H24.4 太田駅サンメッセ線、H30.9 仏生山川島線、パーク＆ライドの整備 等

 需要の高い、若しくは需要が大幅に伸びている路線
例）まちなかループバス、ショッピング・レインボー循環バス 等
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コミュニティバス ジャンボタクシー路線バス新交通システム
（LRT、BRT等） 小型

中型

④ 公共交通空白地域から交通結節拠点へのアクセス確保

 上記から外れたエリア  コミュニティ交通としての路線

例）山田地区乗合タクシー（どんぐり号） 等

バス路線再編に向けた基本的な考え方 【施策番号 20】



伏石駅

塩
江
線

新駅
(太田～仏生山駅間)

下笠居線

：地域間幹線系統

：準幹線系統
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高松西高線

伏石駅サンメッセ線

ショッピング
・レインボー循環バス

R3～ R4～

鹿角【日生ﾆｭｰﾀｳﾝ】（経路変更・伏石駅結節、減便）

塩江【岩崎】（経路変更、増便）

下笠居【県体弓弦羽】（経路変更、減便）

レインボー循環バス（伏石駅結節、減便）

鹿角【香川中央高校】（経路変更、増便）

塩江【塩江】（減便）

高松西高線（伏石駅結節、休日減便）

伏石駅サンメッセ線（経路変更・伏石駅結節）

仏生山川島線（他モードへ移行）

R3.9.30
大臣認定

仏生山川島線

タクシーを活用した新し
い交通モード創出に向け
た実証事業に移行

R3.11.6
伏石駅

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ

事業者自主運行路線及び大臣認定対象路線
再編後路線図

R3.11.7～【伏石駅乗り入れ】

 レインボー循環バス
 伏石駅サンメッセ線

R4.4.1～【経路変更、減便等】

 塩江線
 下笠居線

 鹿角線
 高松西高線

伏石駅
乗り入れ

バス路線再編【第２段】実施 【施策番号 20】



実証事業概要

みんなの

病院
●

●ことでん仏生山駅

●マルナカ仏生山店

●仏生山温泉

● ミタニ病院

●ひがさクリニック

●
三谷出張所

マルナカ
川島店
●

百十四銀行●
川島店

●山田
支所

定時定路線型 デマンド型（区域運行）

ルート 市立みんなの病院～山田支所

ダイヤ 7:25～18:54（18便＠上下9便）
※土曜・日曜・祝日および12/29～1/3は運休

運賃
(均一運賃)

大人 200円
こども・障がい者 100円
※乗り合わせ可能

車両 特定大型車（ジャンボタクシー）

運行時間 12時～16時（前日までの予約制）
※土曜・日曜・祝日および12/29～1/3は運休

予約受付時間 12時～16時の間（前日までの予約制）
※土曜・日曜・祝日および12/29～1/3は休み

受付方法 電話予約

運賃(均一運賃) 一回 600円

車両 中型車（セダン型）

既存ユーザーの利用を担保をしつつ、新しいサービスを提供

利用者の動向も伺いながら、タクシーの既存のビジネスモデルの中で運用が可能か検証
16

新しい交通モード「バタクス」創出に向けた実証概要 【施策番号 20】



バタクス実証事業アンケート【速報】
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アンケート実施概要

配布先 デマンド型エリアを含む7町 約12,000戸

三谷町、多肥上町、出作町、仏生山町甲・乙、

由良町、川島本町

配布時期 R4.1下旬 実証広報資料配布

R4.2下旬 アンケート配布

回収率 14.2％

居住地 運転免許の有無 主な移動目的
と移動手段

：配布エリア

：デマンド型

凡例

【施策番号 20】

約9割が運転免許を

保持 通勤・買い物・病院

が主な移動目的で

あり、自家用車で

移動している

全ての配布先から

回答が有る



実証前と利用の傾向は変わって

いない

既存利用者は離れていない

25
26

27
26

20 20

16
14

13

9

13

17 17
15

16
14

16

12
11

13
11

10
12

11 11
13

12
11

12
1.40 1.42 1.50 1.42

1.13 1.11

0.87
0.73 0.67

0.56
0.71

0.95 0.93
0.82 0.89

0.78
0.88 0.93

1.05
0.96 0.94

0.82
0.97 0.91 0.93

1.12
1.01 0.95 0.97

0

5

10

15

20

25

30

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

R1.9 R1.11 R2.1 R2.3 R2.5 R2.7 R2.9 R2.11 R3.1 R3.3 R3.5 R3.7 R3.9 R3.11 R4.1 R4.3

日当り利用人数 1便当り利用人数（人） （人）

運休

実証事業から見る課題 －実証事業の実績【R4.1.17～R4.3.31】

定時定路線型

デマンド型（区域運行）

H30.9
みんなの病院開院

R2.1.30
WHOが緊急事態宣言

R4.1.17
実証開始
（ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ化）

定時定路線型 利用者数

5.0 

2.0 2.0 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

R4.1 R4.2 R4.3

デマンド型 利用者数
(人)

※内２件は

市の取材用
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【施策番号 20】

1便当り1日平均利用者数（R3.4～R4.3）

(人)
【山田支所→市立みんなの病院】

【市立みんなの病院→山田支所】

バタクス認知状況

資料）R4.3 アンケート

既存のバスでも、ユーザーの

少ない時間帯

サービス水準を上げてデマンド型

にしても、需要に変化がない

ライフスタイルの変更

に対する抵抗は顕著



実証事業から見る課題 －視点別 実証事業ポイントの考察－

実証により見えてきたもの 課題

事業者視点  電脳交通のシステムを活用

 実証事業のためだけに車両を割いておらず、現行

のリソースの範囲内で車両を回している

 既存タクシー事業と同一の車両運用が可能

ビジネスモデルの構築

（オペレーションのシェア）

利用者視点  定時定路線とデマンド型を併用することにより、既存

のユーザビリティは担保

 デマンド型の利用は少ない

 定時定路線型との客の取り合いか？

 デマンド型の運行エリア拡大や運賃値下げの要望

 既存のタクシー事業の顧客を奪うことになる

 行政がそのダメージを負担すると、コストが増加

 定時定路線型とデマ

ンド型の運賃バランス

 利用者の認知度

行政視点  車両運用の実証として運行形態が２種類あることに

よりコスト増

コストの削減

既存のタクシー事業と協調し、持続性の向上を目指した

定時定路線型とデマンド型の統合モデルの提案が必要
19

【施策番号 20】
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第３期 高松市自転車等駐車対策総合計画の策定 【施策番号 23】

計画策定の背景

• 自転車等の駐車対策に関する総合計画
• 中長期的に取り組むべき駐車対策を計画的に実施
• 自転車等駐車対策協議会の意見を踏まえ施策を推進

 自転車の安全利用の促進及び自転車等の
駐車対策の総合的推進に関する法律

 高松市自転車等の適正な利用に関する条例

自動車依存のライフスタイルから公共交通と自転車
を活用した交通手段への転換を推進するべく、駐輪
場整備や放置自転車対策等に取り組んできた。

計画策定の背景

第１期 総合計画

計画期間 平成11年度～平成23年度

第２期 総合計画

計画期間 平成24年度～令和3年度

• 駐輪場整備目標量の設定・附置義務の強化
• 正しい駐輪法啓発活動・サイクル＆バスライド

自転車等の駐車対策を総合的かつ
計画的に推進するため、第３期計画を策定

第３期 自転車等駐車対策総合計画（R4.4策定）

【期間】

令和４年度～令和１３年度

【区域】

市街地中心部・鉄道駅周辺

駐輪場を増やす取組から
既存ストックを有効に活用しながら、

官民が連携できる自転車等駐車対策へ



旧システム 新システム

利用申込
方法

書面による
対面登録

スマートフォンでの登録
 多言語化にも対応

決済
方法

現金
 キャッシュレス（IruCa）

キャッシュレス化
 登録した決済方法によるモバイル決済

管理
方法

専用サーバによる管理 データセンターによるクラウド管理
 庁内管理サーバ・専用PC不要

 リアルタイムな台数情報の発信

レンタサイクル事業 【施策番号 23】

地域特性 日常の交通手段として自転車利用が盛んなまち
 平坦な地形

社会問題

解決方法

 温暖少雨な気候

H4頃の瓦町駅の様子

中心部における放置自転車を減らすための対策

H13.5～ レンタサイクル事業開始

放置自転車を活用したシェアリング
 中心部における自転車総量のコントロール

 撤去した放置自転車の有効活用

 歩行者と自転車とが錯綜し危険

路上放置による通行障害
 歩行者通行の妨げ

都市景観の阻害
 路上や、駐輪禁止区域隣接道路に放置自転車

レンタサイクルの、管理システム及び機器の更新が必要な時期

他モードとのデータ連携を図るとともに、
管理運営の効率化による支出の改善が可能なシステムを構築

R2、3年度事業

高松市レンタサイクル

システム等更新業務

21
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新しいレンタサイクルシステム 【施策番号 23】

一時利用 定期利用

貸出・返却
可能ポート

７ポート
（どこでも可能）

高松駅地下／瓦町地下／
栗林公園駅前
（３ポート間のみ）

利用料金 200円（24時間以内１回） 1,800 円／月（自動更新）

決済方法 ｷｬﾘｱ決済、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ、
PayPayなど

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ

レンタサイクルポート

▼ 一時利用・定期利用
① JR高松駅前広場地下ポート

② ことでん瓦町地下ポート

③ ことでん栗林公園駅前ポート

▼ 一時利用
④ 高松市役所ポート

⑤ JR栗林駅前ポート

⑥ ことでん片原町駅前ポート

⑦ 丸亀町ポート

HELLO CYCLINGアプリ

登録・利用

アプリを事前に
ダウンロードし、
会員登録

広報高松 2022.3月号に掲載
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五番町西宝線 自転車道全面開通【R4.3.14～】 【施策番号 24】

高松駅

市役所

県庁

さぬき浜街道

サンクリス
タル高松

紫雲中学校

香川大学

高松高校

工芸高校

新番丁
小学校

盲学校

R3.12.15撮影水道橋

昭和町

２期区間 供用済区間（昭和町交差点～水道橋）

R3.12.15撮影

幸町交差点

１期区間（昭和町交差点～幸町交差点）

五番町西宝線
自転車道

２期区間

H21.2 自転車道設置社会実験
（県庁前通り～幸町交差点：0.5km、３週間実施）

H23.1～H24.3 １期区間整備工事
（県庁前通り～昭和町交差点（盲学校・市立中央図書館前）：1.0km）

H24.4.8 １期区間 開通

H24～H30 交通状況変化見極めのためモニタリング期間

H31.2～R4.2 ２期区間整備工事
（昭和町交差点～県道33号高松善通寺線：0.8km）

R4.3.14 ２期区間 開通（事業化区間 全線供用開始）

位置図

R4撮影

最終工区

自転車道

歩道

規制標識

最終工区


